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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

・ 網代ホームきずな
　 　　　　　70周年

・ 平成28年度の新企画

・ 施設だより
　 　　　　「始まり」

1

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち

神田淡路町ＷＡＴＥＲＲＡＳ（ワテラス）に散歩。ここでは１年を通じて江戸情緒
あふれる花々を楽しめます。今はハナモモが満開です。（かんだ連雀）



遺跡調査（縄文時代・住居跡）

〈写真：東京都教育委員会所蔵〉

網代ホームきずなの歴史
昭和20年　10月 中城イマ理事長、母子寮建設を目指し活動を開始。財団法人多摩同胞会設立を申請

 21年　12月 上野周辺に浮浪する母子を収容保護する目的をもって、「網代母子寮」を開設。
東京都長官より財団法人多摩同胞会として認可される。母子ホーム定員 30 世帯、託児所 100 名

22年　 1 月 社会事業施設（保護施設）として認可される（定員 42 名）　東京都と木造平屋建て 225㎡の無償賃貸借契約を締結する。
23年　 3 月 収容人員 95 名、前年度の約 2 倍

12月 上野地下道に集う母子を保護するため「かりこみ」を実施
24年　 1 月 東京都網代母子寮の母親のための授産施設を開設
25年　 3 月 現在人員 150 名、学童 39 名
26年　 6 月 お年玉年賀はがきによる共同募金配分金（26 万円）にて 1 棟増築、定員 200 名となる
27年　 5 月 財団法人から社会福祉法人へ組織変更

第一種社会福祉事業、（1）更生施設　網代母子寮（2）授産施設　網代母子寮授産場
30年　 2 月 東京都網代母子寮診療所の開設許可

10月 東京都網代母子寮水道敷設、浴場改修
30年　 4 月 東京都と運営委託に関する契約を締結。東京都保護施設（更生施設）網代母子寮　定員 200 名

5 月 老朽居室の改修と防災用貯水池を建設（80㎥）
35年　 1 月 東京都保護施設再建整備計画により、更生施設から生活保護法による宿所提供施設に変更認可される。
37年　 1 月 炊事場を改築
40年　　　 児童福祉法による母子寮となる。
42年　 3 月 全面改築第 1 期工事完了　第 2 期改築工事（定員 50 世帯、157 名）
43年　 3 月 全面改築第 2 期工事完了
44年　 4 月 授産場廃止
48年　 2 月 東京都母子緊急一時保護事業を東京都より受託　定員 8 世帯（50 居室のうち 8 室を利用）
54年　 3 月 浄化槽全面改造工事完了
56年　 8 月 東京都網代母子寮敷地（崖）購入　（山林　1，474㎡）
57年　　　 作業場兼集会室の新装改築工事完了
58年　 4 月 地域交流事業の取り組みを始める。
59年　 4 月 大規模修繕工事開始（居室拡大）
61年　　　 大規模修繕工事完了。50 世帯から 40 世帯に定員変更
62年　 4 月 寮母の名称を母子指導員に変更
63年　 4 月 夜間警備員 1 名配置される

平成 4 年　　　 老朽化と共に生活様式、住宅事情の変化に対応して改築工事基本設計終了
7 年　　　 第 1 期改築工事に伴う仮設建物建設
8 年　 7 月 第 1 期第 2 居住棟・保育棟改築工事、管理棟改修工事終了
9 年　 3 月 第 1 居住棟内部改修工事終了。電話取付工事終了
10年　 4 月 児童福祉法、東京都児童福祉施設条例改正により名称を「東京都網代ホームきずな」に変更
13年　 4 月 入所方式が「措置」から「利用」に変更
18年　 4 月 指定管理者制度に移行（東京都より 5 年間の指定管理者となる）
23年　 4 月 東京都から法人に民間移譲され、母子生活支援施設30世帯　緊急一時保護事業10世帯名称を「網代ホームきずな」に変更
25年　 4 月 定員 30 世帯から 20 世帯に変更
26年　10月 第 1 居住棟（Ａ棟）解体工事開始。緊急一時保護事業を 5 世帯にする。

　

７
０
０
０
年
前
か
ら
、

こ
こ
は
生
活
の
場　

　

あ
き
る
野
市
内
で
は
、
100
か
所
以
上
の
遺

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

き
ず
な
の
あ
る
網
代
地
区
で
も
、
数
多
く
の

遺
構
（
住
居
の
跡
や
墓
な
ど
）
が
見
つ
か

り
、
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
網
代
地
区
に

広
が
る
門
口
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期
（
今

か
ら
７
０
０
０
年
前
！
）、
中
期
（
今
か
ら

４
０
０
０
～
４
５
０
０
年
前
）
の
集
落
の

跡
で
、
４
万
㎡
に
お
よ
ぶ
広
さ
で
す
。
縄
文

時
代
だ
け
で
な
く
、
平
安
時
代
（
今
か
ら

１
０
０
０
年
前
）、
そ
し
て
江
戸
時
代
の
住

居
跡
や
畑
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
調
査
で
は
、
16
軒
の
竪
穴
住

居
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
に

は
、
二
次
調
査
が
行
わ
れ
、
15
軒
の
住
居
跡

や
、
墓
、
縄
文
土
器
、
縄
文
石
器
、
戦
争
中

の
防
空
退
避
壕
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄

文
時
代
か
ら
、
戦
争
中
、
現
在
に
い
た
る
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
居
住
し
た
網
代
地

区
。

　

施
設
の
前
に
立
つ
と
長
い
歴
史
の
流
れ

を
感
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
必
死
に
生
き

て
き
た
人
の
営
み
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
き
ず
な
も
ま
た
新
た
な
歴

史
を
刻
む
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
今
野
晴
香
）

〈
参
考
資
料
：
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
「
郷

土
あ
れ
こ
れ
」〉

　
　

き
ず
な
の
あ
ゆ
み

　

昭
和
21
年
12
月
13
日
初
代
寮
長
（
施
設
長
）
と
な
っ
た
故
元
中
城
イ
マ
理
事
長
は
、

戦
後
残
さ
れ
た
母
と
子
の
絆
を
断
ち
切
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、
西
多

摩
郡
増
戸
村
字
網
代
（
現
在
の
あ
き
る
野
市
網
代
）
に
網
代
母
子
寮
（
現
在
の
網
代
ホ
ー

ム
き
ず
な
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

（
昭
和
28
年
12
月
に
は
府
中
市
に
姉
妹
寮
と
し
て
白
鳥
母
子
寮
を
開
設
し
ま
し
た
。）

　

昭
和
48
年
に
は
東
京
都
の
委
託
事
業
で
、
す
ぐ
に
で
も
保
護
が
必
要
な
母
子
の
た
め

の
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
は
、
民
間
の
施
設
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
現
在
は
定

員
20
世
帯
・
緊
急
一
時
保
護
事
業
５
世
帯
で
運
営
し
、
あ
き
る
野
の
恵
ま
れ
た
自
然
の

中
で
、
自
立
の
意
欲
が
わ
き
立
つ
よ
う
な
支
援
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
は
、

お
母
さ
ん
へ
の
支
援
、
学
童
へ
の
支
援
、
保
育
児
へ
の
支
援
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
の

ほ
か
、
地
域
の
自
治
会
や
子
ど
も
会
活
動
を
通
じ
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
一
緒
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
「
母
子
寮
」
は
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
と
な

り
、「
網
代
母
子
寮
」
は
「
東
京
都
網
代
ホ
ー
ム
き
ず
な
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、

支
援
し
て
き
た
こ
と
は
「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」
と
な
り
、
利
用
者
も
自
立
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
を
選
ぶ
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

単
身
家
庭
の
貧
困
問
題
や
子
ど
も
の
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
問
題
等
々
、
母
子
家
庭
を
取
り
巻

く
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
を
見
る
と
き
、
母
子
生
活
支
援
施
設
は
、「
母
子
が

一
緒
に
生
活
し
つ
つ
、
共
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
児
童
福
祉
施

設
」
と
い
う
貴
重
な
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
70
周
年
記
念
事
業
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
り
ま
す
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
声
・
養
育
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
地

域
に
開
か
れ
た
施
設
づ
く
り
に
変
革
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
ペ
ー
ジ
の
通
り
現
在
全
面
改
築
に
向
け
て
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
共
に
新
た
な
「
き
ず
な
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

�

（
次
長　

岩
田　

昭
子
）

　
　

法
人
創
立
70
周
年
事
業
〈
記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　

平
成
29
年
２
月
23
日
に
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
て
『
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
』
～
あ
き
る
野
市
の
子
育
て
支
援
を
考
え
る
～
を
テ
ー
マ
と
し
、
記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
「
子
ど
も
の
力
、
家
族
の
力
、
地
域
の
力
」
と
題
し
、
明
治
学
院
大
学
学
長
松
原
康
雄

先
生
に
記
念
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る
基
盤
と
し
「
協
育
」
の
姿
勢
・
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
子
育
て
を
し
や
す
い
街
、
子
ど
も
が
豊
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
、す
べ
て
の
住
民
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
街
が
望
ま
れ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
今
後
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
あ
き
る
野
市
子
ど
も
家
庭
部
子
育
て

支
援
課
長
町
田
加
奈
枝
様
、
あ
き
る
野
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長
溝
口
正
恵
様
、
府
中
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

セ
ン
タ
ー
長
畑
山
恭
子
の
３
名
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
松
原
康
雄
先
生
の
も
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
で
親
子
を
見
守
る
重
要
性
な
ど
少
し
の
事
柄
に
も

耳
を
傾
け
、
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
あ
き
る
野
市

を
支
え
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
90
名
近
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く
、
一

歩
一
歩
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
係
長　

宮
城　

晋
）

網代ホーム きずな ７０周年 網代ホームきずなは1946年（昭和21年）に開設し、それから70年。まさに法人発祥の地、原点となる施設
です。これまでのあゆみと「きずな」のこれからについてお伝えいたします。
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記念講演

シンポジウム

あきる野市澤井市長のごあいさつを
町田課長が代読されました

来場者のお子さんの保育も実施しました



B

B棟

保育棟
現状～一期工事

第二期工事
新棟
増築工事

第一期工事
平成 29年 11月
完成予定
B棟・管理棟は
新棟へ

第二期工事
完成後
保育棟解体

完成
（平成 32年）

B棟解体

きずなのアルバム 網代ホーム きずな ７０周年
　
　

き
ず
な
の
こ
れ
か
ら
の
「
住
ま
い
」

１
．
東
京
都
の
受
託
事
業
か
ら

　
　
　
　
　

指
定
管
理
受
託
へ
、
そ
し
て
民
設
民
営
へ

　

東
京
都
網
代
ホ
ー
ム
き
ず
な
は
、
平
成
18
年
に
東
京
都

よ
り
指
定
管
理
者
と
し
て
法
人
が
受
託
運
営
し
て
き
ま
し

た
。
東
京
都
の
都
立
施
設
の
民
間
移
譲
の
方
針
の
も
と
、

平
成
23
年
度
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
多
摩
同
胞
会
の
母
子

生
活
支
援
施
設
と
し
て
改
め
て
認
可
さ
れ
、
母
子
生
活
支

援
施
設
定
員
30
世
帯
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
10
世
帯
で
事

業
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

民
間
移
譲
の
契
約
（
条
件
）
と
し
て
、
築
35
年
以
上
経

過
し
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
民
間
移
譲
後
５
年
以
内

に
建
替
え
る
必
要
が
あ
り
、
法
人
と
し
て
施
設
整
備
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、網
代
ホ
ー
ム
き
ず
な
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
、

東
京
都
と
協
議
を
進
め
平
成
25
年
度
に
は
母
子
生
活
支
援

施
設
の
定
員
を
20
世
帯
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
５
世
帯

に
施
設
運
営
規
模
を
変
更
し
ま
し
た
。

２
．
新
た
な
施
設
を
目
指
し
て

　

平
成
25
年
８
月
頃
か
ら
、
施
設
整
備
の
基
本
構
想
に
つ

い
て
東
京
都
と
協
議
を
重
ね
、
現
状
か
ら
の
課
題
、
施
設

設
備
・
運
営
の
体
制
強
化
等
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
提

案
を
行
い
、
そ
の
後
何
度
も
東
京
都
と
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
平
成
26
年
10
月
に
法
人
の
提
案
す
る
施
設
整
備
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

具
体
的
な
施
設
整
備
計
画
の
策
定
に
入
り
ま
し
た
。

　

当
施
設
職
員
、
法
人
児
童
施
設
の
職
員
、
法
人
役
員
、

理
事
長
、
常
務
理
事
、
設
計
士
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

提
案
を
受
け
、
平
成
26
年
度
末
に
は
、
基
本
計
画
が
決
定

さ
れ
、
基
本
設
計
、
詳
細
設
計
を
経
て
、
平
成
28
年
８
月

に
国
・
東
京
都
か
ら
児
童
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
補
助
金

の
内
示
を
受
け
ま
し
た
。

３
．
新
し
い
「
き
ず
な
」
へ

　

長
い
間
網
代
ホ
ー
ム
き
ず
な
は
、
管
理
棟
、
保
育
棟
、

居
住
棟
（
２
棟
）
の
４
棟
で
施
設
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
棟
の
建
築
年
度
が
違
う
た
め
東
京
都
と
法

人
で
何
度
も
協
議
し
、
最
終
的
に
４
棟
を
１
棟
に
ま
と
め

て
改
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
の

解
体
工
事
か
ら
、
四
ヶ
年
に
渡
る
工
事
に
な
り
ま
す
。

　

改
築
す
る
新
棟
は
延
床
面
積
約
２
，１
４
８
㎡
で
、
５

階
建
の
建
物
に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

新
棟
は
、
母
子
生
活
支
援
施
設
（
定
員
20
世
帯
）、
緊
急

一
時
保
護
事
業
（
５
世
帯
）、子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

（
１
部
屋
）
の
施
設
整
備
、
そ
の
他
施
設
の
基
本
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
務
室
、
静
養
室
、
宿
直
室
、

施
設
内
保
育
室
、
施
設
内
学
童
保
育
室
、
学
習
室
、
地
域

交
流
が
で
き
る
集
会
室
、
相
談
室
、
心
理
療
法
室
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室
や
職
員
の
厚
生
室
を
設
け
ま
す
。

　

〇
居
室

　

網
代
ホ
ー
ム
き
ず
な
に
は
、
多
子
世
帯
の
利
用
者
が

多
く
入
所
し
て
い
ま
す
。
母
子
生
活
支
援
施
設
の
居
室

は
基
準
が
変
更
に
な
り
一
部
屋
30
㎡
以
上
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
す
べ
て
の
居
室
を
30
㎡
以
上
に
し
、
そ
の
内

10
部
屋
は
多
子
世
帯
用
と
し
て
40
㎡
以
上
の
居
室
に
し

ま
し
た
。

　

〇
階
別

１
階　

事
務
所
、
静
養
室
、
宿
直
室
、

　
　
　

学
童
室
（
集
会
室
①
）、
学
習
室
、
保
育
室
、

　
　
　

調
理
室
、
相
談
室
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン

２
階　

居
室
（
６
部
屋
）
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
室
、

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
心
理
療
法
室
、

　
　
　

集
会
室
②

３
階　

居
室
（
７
部
屋
）、
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、

　
　
　

集
会
室
③

４
階　

居
室
（
７
部
屋
）、
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、

　
　
　

集
会
室
③

５
階　

居
室
（
７
部
屋
）、
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、

　
　
　

集
会
室
③

（
施
設
長　

近
藤
政
晴
）

■
網
代
ホ
ー
ム
き
ず
な
改
築
計
画

（
平
成
29
年
～
平
成
32
年
）

法人35年史
50年史、60年史より

季刊しんあい101 号（平成29年 3 月 20 日発行）
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Ｂ’

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｃ’

朝日新聞厚生文化事業団による健
康診断の方々が１泊されました
� （昭和 27 年）

東京都児童施設
連合運動会に参加。
先頭に立つのは坂
本寮長。
� （昭和 24 年）

開設当初の施設利用母子。
子どもたちはすでに高齢者
になられています。

母の日に子どもたちからのプレゼントはホットケーキにフランクフルト！

平
成
７
年

施
設
長　

細
井
松
太
郎

昭
和
55
年

施
設
長　

坂
本　

巌

（
現
名
誉
理
事
長
）

平
成
28
年

施
設
長　

近
藤
政
晴

平
成
18
年

施
設
長　

松
本
恒
明

地域敬老会への参加は 20 年以上続いています。



開　催　日 講　座　内　容
平成29年 2 月 2 日（木） 総論～本コースの狙いや進め方を共有します～
平成29年 2 月16日（木） コミュニケーション技術の共有
平成29年 3 月 2 日（木） 活動事例の報告とこれからの活動の検討
平成29年 3 月16日（木） 今後の活動についての意見交換

緑
苑
安
心
シ
ニ
ア
塾
「
安
心
づ
く
り
コ
ー
ス
」
が
開
講
し
ま
し
た

　

緑
苑
安
心
シ
ニ
ア
塾
（
シ
ニ
ア
層
向
け
の
安
心
し
て
老
い
る
た
め
の
教

養
講
座
）
は
、
平
成
25
年
度
に
開
講
し
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
度
基
礎
講
座
の
最
終
回
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
困
っ
た

と
き
に
気
軽
に
頼
め
る
相
手
が
い
な
い
」「
相
談
相
手
が
い
な
い
」「
災
害

の
時
」
に
不
安
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
講
座
後
の
交
流
会
で
も
「
自
分
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
に
何
か
し
な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
何
を

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
ご
意
見
も
毎
回
お
聞
き
し
、
安
心

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
を
確
認
し
、
基
礎
講
座
、
専
門
講
座
に
続

い
て
「
安
心
シ
ニ
ア
塾
・
安
心
づ
く
り
コ
ー
ス
」
を
開
講
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

４
年
間
の
受
講
者
全
員
に
開
催
通
知
を
お
送
り
し
て
初
日
を
迎
え
、
誰

も
来
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
心
配
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
30

人
を
超
え
る
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
案
内
状
に
つ
い
て
「
こ
ん

な
素
敵
な
招
待
状
を
も
ら
っ
た
ら
来
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
じ
ゃ
な

い
。」
と
い
う
お
言
葉
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
感
謝
感
激
の
一
幕
で
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
「
も
っ
と
人
と
接
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
」「
ま

わ
り
に
関
心
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」「
地
域
で
で
き
る
こ
と
に
つ

な
げ
た
い
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
は
ご
近
所
で
の
気
づ
き
に
使

い
た
い
」
等
の
活
発
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
あ
さ
ひ
苑
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

清
野
哲
男
）

ワ
ン
ち
ゃ
ん
で
　
こ
ど
も
、
お
年
寄
り
、
地
域
で
つ
な
が
る

　

今
年
度
、
し
ら
と
り
と
泉
苑
の
合
同
行
事
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
「
わ
ん
わ
ん
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
５
月
29
日
と
１
月
22
日
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
月
は
、
12
犬
種
17
匹
と
17
名
の
飼
い
主
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
16
名
の
介
助

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
犬
と
触
れ
合
う
賑
や
か

な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
犬
は
身
近
な
動
物
で
す
が
、
こ
ど
も
た
ち
も
お
年
寄
り
も
普

段
な
か
な
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
種
類
の
犬
に
興
奮
し
、
豊
か
な
表
情
を

写
真
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

始
め
は
す
こ
し
戸
惑
っ
て
い
た
ご
利
用
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
は
、

「
犬
が
い
る
こ
と
で
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

「
癒
す
側
と
思
っ
て
き
た
が
、
逆
に
犬
と
ご
利
用

者
の
関
わ
り
を
見
て
癒
さ
れ
た
」

な
ど
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
犬
が
い
る
こ

と
で
、
場
が
和
み
、
癒
し
と
笑
顔
、
喜
び
を
皆
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
ら
と
り
の
利
用
者
も
、
泉
苑
の
高
齢
者
も
地

域
の
一
員
で
す
。
み
ん
な
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
が
で
き
て
い
く
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
し
ら
と
り　

山
中
有
佳
）

平成 28年度も多摩同胞会では地域のみなさまをつなぐ
あたらしい企画に取り組みました。

平成 28 年度の新しい取り組み
季刊しんあい101 号（平成29年 3 月 20 日発行）
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今
号
で
１
０
１
号
を
迎
え
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
新
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

卒
業
・
入
学
、
出
会
い
と
別
れ
、
心
機
一
転
、
再
ス
タ
ー
ト
‥
新
た
な
気
持
ち

も
込
め
て
、「
始
ま
り
」
を
テ
ー
マ
に
各
施
設
の
活
動
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

始
　
ま
　
り

連 雀

あさひ苑

　

あ
さ
ひ
苑
２
階
の
医
務
室
（
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
ご
利
用
者
の
居
住
空
間
が

見
渡
せ
る
明
る
く
開
い
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
務
室
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

ご
利
用
者
の
様
々
な
様
子
が
分
か
り
ま
す
。「
ゲ
ホ
ッ
、
ゲ
ホ
ッ
」
と
、
せ
き
込
む
様
子
、

む
せ
込
ん
で
い
る
よ
う
な
声
、「
ガ
タ
ッ
！
」
と
音
が
し
て
「
ハ
ッ
」
と
す
る
よ
う
な
事

な
ど
で
す
。

ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
者
が

「
こ
こ
に
泊
ま
っ
て
い
る
事
を
家
族
は
知
っ
て
い

ま
す
か
？
」

「
い
つ
頃
、
帰
れ
ま
す
か
？
」

ホ
ー
ム
の
ご
利
用
者
が

「
こ
の
頃
、
便
が
出
な
い
ん
で
す
。」

「
足
が
痒
い
の
で
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
目
が
痛
み
ま
す
。」
等
、
気
軽
な
様
子
で
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
都
度
、「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
大
丈
夫
で

す
よ
。」
と
返
事
を
し
た
り
、
点
眼
や
軟
膏
を
塗
布
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
私

た
ち
自
身
が
、
飛
び
出
し
て
様
子
を
見
に
い
く
事
も
あ
り
ま
す
。
気
の
休
ま
ら
な
い
日
々

が
、
正
月
の
御
雑
煮
か
ら
12
月
の
餅
つ
き
ま
で
続
き
ま
す
。

　

幸
い
な
事
に
新
年
早
々
、
看
護
職
員
が
新
た
に
入
職
し
、
平
均
年
齢
が
ぐ
～
っ
と
若
く

な
り
ま
し
た
。
職
場
の
雰
囲
気
も
よ
り
一
段
と
明
る
く
な
り
、
働
き
易
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
利
用
者
の
皆
様
の
生
活
が
「
安
全
・
安
心
・
安
楽
」
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
健
康
管

理
を
充
実
さ
せ
、
新
し
い
看
護
の
仲
間
と
共
に
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
（
看
護
師
）　

T
・
O

新
し
い
看
護
の
仲
間

　

暖
か
い
日
差
し
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
、
心
が
弾
み
ま
す
。
そ
の
「
春
」
と
い
え
ば
新
生

活
や
新
学
期
な
ど
始
ま
り
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

私
が
従
事
し
て
い
る
訪
問
介
護
と
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
は
、
訪
問
介

護
が
今
年
で
サ
ー
ビ
ス
開
始
7
年
目
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
は
今
年

で
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
発
展
と
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
昨
年
10
月
に
明
る
く
広
い
2
階
フ

ロ
ア
へ
と
移
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
看
護
、
入
浴
の
他
部
署
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

静
か
な
地
下
か
ら
一
転
し
て
賑
や
か
で
活
気
あ
る
フ
ロ
ア
へ
と
移
り
、
は
じ
め
は
不
安

や
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ロ
ア
に
訪
れ
る
利
用
者
さ
ん
の
微
笑
ま
し
い
会
話
が
聞

こ
え
た
り
、
普
段
見
ら
れ
な
い
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
今
で
は
と
て
も
心
地
良
く
、

想
像
以
上
に
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
の
特
性
が
色
濃
く
出
ま
す
。

「
神
田
」
と
い
う
地
域
は
、
古
き
良
き
老
舗
有
名
店
と
最
先

端
の
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
、
新
旧
の
文
化
が
入
り
混
じ
っ

た
街
で
す
。
そ
ん
な
独
特
の
街
な
の
に
、
と
て
も
人
情
味
あ

ふ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
こ
の
街
の
皆
様
と
触
れ
合
う

度
に
、
我
々
が
こ
の
街
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
風
の
よ
う
に
気
持
ち
良
く
一
日
が
始
ま
る
よ
う
、
今

後
も
神
田
の
街
の
皆
さ
ん
と
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
に
心
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
介
護
福
祉
士
）
和
泉　

久
美
子



緑 苑

　

緑
苑
で
は
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

ご
利
用
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

緑
苑
の
お
仲
間
に
な
ら
れ
た
A
さ
ん
。
こ
こ
で
の
生
活

が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
お
食
事
の
時
に
な
ん
だ
か
体
が
斜
め

に
傾
い
て
い
る
よ
う
で
少
し
ご
は
ん
が
食
べ
に
く
そ
う
で

し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
機
能
訓
練
指
導
員
が
体
の
状
態
を

み
さ
せ
て
も
ら
い
、
座
っ
て
い
る
椅
子
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
A
さ
ん
は
以
前
よ
り
食
べ
や
す
く
な
り
、

「
こ
の
方
が
い
い
わ
」
と
素
敵
な
笑
顔
を
み
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
で
は
他
の
ご
利
用
者
と
一
緒
に
定
期
的
に
体

操
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
し
て
、
笑
顔
で
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
の
も
っ
て
い
る
力
を
し
っ
か
り
と
捉

え
て
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
こ
緑
苑
で
出
会
っ
た
方
々
に
よ

り
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
限
り
で
す
。

機
能
訓
練
指
導
員
（
理
学
療
法
士
）
青
木
雅
子

新
し
い
生
活

を
と
も
に

季刊しんあい101 号（平成29年 3 月 20 日発行）
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しらとり

たっち

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
多
く
の
子
に
と
っ
て
高
校
受

験
が
人
生
初
め
て
の
受
験
に
な
り
ま
す
。
し
ら
と
り
の
学

習
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
に
は
現
在
8
名
の
中
高
生
が
お
り
、

今
年
受
験
を
迎
え
た
子
も
い
ま
し
た
。
学
習
サ
ポ
ー
ト
サ

ロ
ン
の
時
間
内
に
受
験
対
策
の
作
文
や
面
接
対
応
な
ど
を

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

高
校
の
特
徴
や
将
来
の
夢
、
高
校
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
み
た
い
か
な
ど
の
質
問
や
作
文
の
課
題
を
、

職
員
も
自
身
の
受
験
生
だ
っ
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
た

り
、
現
在
の
高
校
受
験
の
傾
向
を
調
べ
、
一
緒
に
考
え
、

時
に
は
子
ど
も
た
ち
よ
り
職
員
の
方
が
熱
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
が
明
け
て
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
に
も
少
し

ず
つ
エ
ン
ジ
ン
が
入
り
「
こ
の
文
章
は
ど
う
か
な
」「（
面

接
官
に
）伝
わ
る
か
な
」「
自
分
で
で
き
る
か
ら（
大
丈
夫
）」

と
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
た
ち
な
り
の
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向

か
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
始

ま
り
が
い
つ
も
楽
し
く
夢

の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
願
う

日
々
で
す
。

　

母
子
支
援
員

（
社
会
福
祉
士
）　

嶋
田
歩

よ
ー
い

　
は
じ
め

　

年
度
末
の
こ
の
時
期
は
、
春
か
ら
小
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
た
ち
の
“
た
っ
ち
卒
業
シ

ー
ズ
ン
”
に
な
り
ま
す
。
小
学
生
に
な
る
と
ひ
ろ
ば
に
は

入
館
で
き
な
く
な
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
寂
し
さ
も
あ
り

ま
す
が
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
を
見

送
る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

た
っ
ち
は
こ
の
春
で
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。
開
設
当
時

利
用
し
て
い
た
お
子
さ
ん
の
多
く
は
す
で
に
中
学
生
、
高

校
生
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
る
「
夏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
」
で
や
っ
て
く
る
学
生
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
で
訪
ね
て
く
る
学
生
さ
ん
が
「
以
前
た
っ
ち
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
！
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
「
子
育
て
の
知
恵
」
を
伝
え
て

い
く
と
い
う
「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
の
意
味
も
込
め
て
つ
け

ら
れ
た
愛
称
の
“
た
っ
ち
”
で
す
が
、
見
守
ら
れ
る
側
か

ら
見
守
る
側
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
少
し
ず
つ
進
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　

総
合
相
談
受
付
担
当

（
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
長
岡　

愛

13
年
目
の

春
を
迎
え
て

きずな岩本町

　

改
築
工
事
に
伴
い
、日
々
違
っ
た
姿
に
な
っ
て
い
く
「
き

ず
な
」
を
見
る
と
、
新
し
い
は
じ
ま
り
に
、
期
待
を
寄
せ

る
一
方
で
、
ど
こ
か
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
変
わ
ら
な
い
の
は
、「
き
ず
な
」
は
、
母

と
子
の
絆
を
断
ち
切
る
こ
と
の
な
い
支
援
を
す
る
場
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
母
子
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
育
ま
れ

る
絆
や
思
い
出
が
、
懐
か
し
く
あ
た
た
か
い
も
の
に
な
る

よ
う
、
職
員
は
、
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
に
、
今
年
度
は
利
用
者
の
声
に
応
え
、

親
子
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
頃
、
忙
し
さ
か
ら
、

一
緒
に
食
事
を
作
り
、
味
わ
っ
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
母
子
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

数
年
後
に
、「
き
ず

な
」
は
、
ま
た
新
た
な

姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
利
用
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

く
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、

今
後
も
母
子
に
と
っ
て
、

来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
施
設
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

母
子
支
援
員　
（
社
会
福
祉
士
）　

今
野　

晴
香

変
わ
り
ゆ
く

　
な
か
で
…

　

ご
利
用
者
の
Ｈ
さ
ん
が
居
室
で
シ
ク
ラ
メ
ン
を
育
て
始

め
ま
し
た
。
そ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
は
、
水
遣
り
だ

け
で
も
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

Ｈ
さ
ん
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
み
ん
な
に
見
て
も
ら
お
う
と

食
堂
に
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用

者
に
と
っ
て
、
食
堂
に
一
同
に
会
す
る
時
間
は
、
食
事
だ

け
で
な
く
利
用
者
同
士
、
ご
近
所
付
き
合
い
の
大
切
な
ひ

と
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
食
堂
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
居
室
で
咲
い
た
お
花
や
、
自
身
で
作
っ
た
折
り
紙
等
を

飾
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
新
し
く
、
Ｈ

さ
ん
の
シ
ク
ラ
メ
ン
が

仲
間
入
り
。

「
私
の
部
屋
は
日
中
、

太
陽
の
日
が
入
る
か
ら
、

そ
れ
だ
け
で
元
気
に
な

る
の
よ
ね
」
と
。

安
く
購
入
し
た
も
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く

さ
ん
咲
い
た
た
め
「
元

が
取
れ
た
」
と
Ｈ
さ
ん
。

　

他
の
方
も
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
咲
か
せ
た
ら
、
も
っ
と

元
が
取
れ
る
わ
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
花
が
咲
き
終
わ
っ
た
ら
、
次
は
初
め
て
肥
料
を

や
っ
て
み
る
わ
、
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
目
標
が
た
っ
た
一
コ
マ
で
す
。　

ケ
ア
ハ
ウ
ス　
（
介
護
福
祉
士
）　

白
石　

惠
美

綺
麗
な
花
を

育
て
ま
す

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
の

始
ま
り
は
…

　

泉
苑
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

利
用
者
の
お
宅
に
訪
問
し
、
契
約
を
交
わ
し
、
担
当
者
と

し
て
の
業
務
が
始
ま
り
ま
す
。

　

住
み
な
れ
た
自
宅
で
、
そ
の
人
ら
し
く
自
立
し
た
日
常

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ご
利
用
者
を
中
心
に
介
護
者

や
家
族
・
医
療
関
係
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
力
を
借
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
連
携
を
図
り
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

利
用
者
一
人
で
は
困
難
な
こ
と
も
色
々
な
方
の
力
を
借

り
る
こ
と
で
、
失
わ
れ
た
笑
顔
や
言
葉
・
食
欲
や
身
体
機

能
ま
で
が
回
復
さ
れ
、
本
人
よ
り
「
泉
苑
に
相
談
し
て
良

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
「
両
親
が
以
前
お

世
話
に
な
っ
て
良
か
っ
た
か
ら
、自
分
も
お
願
い
し
た
い
」

と
世
代
引
き
継
ぎ
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）

南　

佳
代

泉　苑



　

毎
年
、
満
開
の
桜
を
見
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
と

い
う
間
の
一
年
だ
っ
た
な
ぁ
と
振
り

返
り
な
が
ら
、
新
年
度
も
気
持
ち
を

新
た
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

（
た
っ
ち　

星
野
幸
子
）

　

季
刊
し
ん
あ
い
99
号
の
表
紙
の
法

人
設
立
70
周
年
記
念
植
樹
の
桜
の
木

を
毎
日
事
務
所
か
ら
眺
め
て
い
ま
す
。

2
種
類
の
桜
が
咲
く
の
が
待
ち
遠
し

い
で
す
。（

し
ら
と
り　

山
中
有
佳
）

　

桜
を
見
る
と
、
入
職
時
の
ど
き
ど

き
し
て
い
た
気
持
ち
を
思
い
出
し
ま

す
。
よ
く
考
え
、
よ
く
学
ぶ
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
一
日
い
ち
に
ち
を
大
事

に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
き
ず
な　

今
野
晴
香
）

　

今
年
度
、
季
刊
し
ん
あ
い
の
編
集

に
携
わ
り
作
成
す
る
過
程
で
言
葉
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
一
年
で
し

た
。�

（
連
雀　

粟
沢
尚
広
）

　

昨
年
は
私
事
で
卒
園
に
入
学
と
あ

っ
と
い
う
間
に
桜
の
時
期
を
逃
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ゆ
っ
く

り
花
見
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
年
度

も
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
あ
さ
ひ
苑　

西
毅
）

　

今
年
度
、
介
護
支
援
専
門
員
に
合

格
し
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
地
道
に
頑
張
っ
て

ゆ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

永
井
厚
輔
）

　

小
金
井
公
園
で
梅
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。
梅
の
木
を
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
非
常
に
硬
く
、
小
枝
が
ト

ゲ
の
よ
う
に
衣
類
に
刺
さ
り
、
一
苦

労
。
梅
ジ
ュ
ー
ス
は
お
い
し
い
の
で

す
が
…
。�

（
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

　

今
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
と
感
じ

て
し
ま
う
く
ら
い
内
容
が
濃
い
１

年
で
し
た
。
ご
利
用
者
と
過
ご
す
事

で
ま
た
大
き
く
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。�

（
泉
苑　

青
木
美
沙
子
）

　

つ
い
こ
の
あ
い
だ
新
年
度
を
迎
え

た
と
思
っ
た
の
に
、
あ
っ
と
い
う

ま
に
年
度
末
…
。
時
の
流
れ
が
速
す

ぎ
て
つ
い
て
行
く
の
で
精
一
杯
で
す

が
、
来
年
度
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

�

（
岩
本　

木
村
優
佳
）

　

今
年
度
季
刊
し
ん
あ
い
の
担
当
に

な
り
、
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
一
年
間
担
当
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
担
当
と
い
う
違
う
視
点
で

季
刊
し
ん
あ
い
を
読
む
こ
と
が
で
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
緑
苑　

齋
藤
純
子
）

　

石
川
常
務
理
事
と
の
早
す
ぎ
る
お

別
れ
は
受
け
入
れ
難
い
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
し
、

教
え
を
忘
れ
ず
に
新
年
度
も
業
務
に

真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

新
年
度
は
、
法
人
は
創
設
71
年
目
、

リ
・
ボ
ー
ン
の
年
と
し
て
前
進
し

ま
す
。
季
刊
し
ん
あ
い
も
私
自
身
も
、

マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
編
集
長　

上
野　

廣
美
）

会
田
久
枝　

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
田
恵
美
子　

赤
林
好
子

　

朝
倉
ミ
ヱ
子　

味
澤
明
子　

網
代
恵
美　

荒
井
迪
子　

荒
波
智

子　

有
本
陽
子　

飯
田
と
志
子　

飯
塚
喜
亥
子　

飯
利
高
子　

囲

碁
を
楽
し
む
会　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石
坂
勝
世　

石
坂
ト
メ

ヨ　

伊
集
院
摂
津
子　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

一
歩
の
会　

井
出
直
子　

井
手
睦
子　

伊
東
志
子　

井
上
智
美　

岩
崎
敏
信　

岩
崎
順　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜

　

梅
林
治
代　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子

　

太
田
久
美
子　

大
野
文
子　

大
原
捷
子　

大
室
千
里　

大
森
幸

　

大
類
浩
平　

緒
方
シ
ゲ
子　

岡
田
基
子　

小
川
健
治　

荻
野
和

子　

萩
野
真
理
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

小
倉
富
子　

尾

崎
紘
之　

尾
崎
靖
宣　

尾
崎
ヨ
シ
子　

音
楽
園　

お
は
な
し
夢
く

ら
ぶ　

Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ　

Ｈ
ｕ
ｌ
ａ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

折
田
浩
一　

海

江
田
紀
久
子　

笠
間
豊
子　

鹿
島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美

千
代　

片
桐
キ
ミ
子　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
栄
子　

加
藤

静　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美　

金
澤

静
江　

金
子
武
仁　

蒲
田
芳
枝　

上
沢
美
和
子　

神
山
し
げ
子　

亀
岡
紀
知
信　

川
崎
雅
人　

川
村
智
子　

菅
田
幸
枝　

菊
地
裕
子

　

き
ず
な
の
手
・
江
戸
川　

北
島
美
恵
子　

木
谷
教
子　

木
森
哲

　

清
田
敏
子　

具
嶋
郁
子　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀

子　

隈
元
美
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

黒
川
澄
子　

黒
川
ト

ヨ
子　

弦
間
ま
さ　

小
石
暁
子　

小
磯
光
子　

小
出
晨
一　

小
出

由
美
子　

小
岩
井
雅
人　

河
内
と
も
み　

石
澤
圭
子　

越
川
幸
子

　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤
祐
輝　

小

沼
裕
子　

小
林
幸
代　

小
林
忠
雄　

小
林
照
子　

小
林
真
弓　

小

林
道
子　

小
林
美
代
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

是
永
美

代
子　

今
野
幸
子　

斎
藤
孝
子　

斎
藤
千
枝
子　

佐
伯
ヨ
シ
子　

酒
井
和
子　

坂
本
越
子　

佐
久
間
桂
子　

佐
治
美
枝
子　

佐
藤
イ

ソ　

佐
藤
公
子　

佐
藤
妙
子　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤

秀
和　

佐
野
田
鶴
子　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

宍
倉
フ
ジ
子　

品
田
啓
子　

島
津
た
か
子　

島
田
た
ず　

清
水
文

枝　

清
水
光
子　

下
江
美
鈴　

下
宏
子　

進
藤
サ
エ
子　

進
藤
登

美
子　

新
村
信
子　

杉
本
節
子　

杉
本
真
理
子　

杉
山
恵
子　

鈴

木
ア
キ
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
好
子　

瀬
戸
貞
子　

浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い　

高
井
汪
子　

高
橋
恭
子　

高
橋

チ
ヨ
子　

瀧
澤
千
登
勢　

竹
内
砂
恵
子　

竹
内
由
美
子　

武
野
純

子　

竹
松
ふ
く　

田
島
み
よ　

田
中
久
美
子　

田
部
美
智
子　

玉

木
由
美
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
よ

し　

土
屋
と
き
枝　

椿
原
量
子　

寺
町
律
子　

東
郷
實
枝
子　

戸

島
正
子　

栃
谷
さ
き　

中
垣
春
代　

長
島
広
美　

永
田
良
子　

中

野
渡
と
み
子　

中
村
清
美　

中
村
フ
サ
子　

中
村
美
佐
江　

中
村

恭
俊　

中
山
寿
美　

那
須
史
子　

二
胡
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち　

西
久
保
長
子　

西
野
侑
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

野
坂
昭
弘

　

野
坂
昱
代　

埜
崎
聖
子　

萩
野
真
理
子　

萩
原
奈
美　

橋
場
昭

　

長
谷
川
志
津
子　

早
矢
仕
房
男　

原
田
圀
彦　

原
田
康
子　

原

俊
江　

東
山
順
子　

樋
口
淳
子　

樋
口
よ
し
子　

肥
後
住
江　

久

島
な
る
子　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津
子　

平
沢
和
代　

平
澤
み
ど

り　

広
木
き
く
江　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子　

藤
沢
キ
エ　

藤
田
京
子　

府
中
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

プ
リ
モ
・
ピ
ア
ッ
ト　

古
園
絢
子　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

保
坂
良
子　

星
野
若
佐　

細
木
南
美　

堀
田
武
三
郎　

堀
江
深
雪　

本
多
美
智
子　

孫
田
一
昭　

政
所
優

季　

町
田
知
行　

松
沢
信
子　

松
下
朗　

松
下
健　

松
田
恵
子　

松
田
友
子　

松
野
ア
イ　

松
実
宏
枝　

松
本
紀
子　

丸
田
の
ぶ
子

　

三
坂
和
子　

三
輪
孝
子　

壬
生
み
つ
子　

宮
崎
清
子　

宮
下
美

智
子　

明
神
淑
恵　

村
井
福
子　

村
岡
栄
美
子　

明
治
安
田
生
命

　

本
野
幸
子　

桃
井
朝
子　

百
瀬
洋
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会

　

矢
崎
英
子　

山
崎
キ
ヌ
子

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
田
豊

　

山
野
栄
治　

山
本
峯
子　

山
森
貞
枝　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

横
尾
美
知
子　

吉
岡
秋
夫　

吉
竹
佐
紀　

吉
田
恒
雄　

吉
田
陸
子

　

吉
本
栄
子　

米
山
秀
子　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉

仕
団　

脇
山
令
子　

湧
川
哲
行　

和
田
風
雄　

和
田
誠
子　

渡
辺

勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝
征　

渡
邊
恵
子　

渡
辺
久
代　

渡
邉
弘

子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守　

（
２
０
１
６
年
11
月
～
２
０
１
7
年
1
月
）

訃　
　

報

　

石
川
國
雄
常
務
理
事
（
事
務
局
長
）
が
平
成
29
年
２
月

27
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。（
享
年
79
歳
）

　

石
川
常
務
理
事
は
、
平
成
14
年
、
監
事
に
就
任
さ
れ
、

平
成
16
年
に
は
理
事
に
、
平
成
24
年
か
ら
は
常
務
理
事
と

し
て
特
に
緑
苑
増
築
、
う
ら
ら
多
磨
の
建
設
、
ま
た
今
回

の
き
ず
な
の
改
築
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
長
と
し
て
も
管
理
職
・
事
務
職
を
博
識
と
豊
か
な

経
験
に
基
づ
き
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
暖
か
い
お
人
柄

に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
職
員
一
同
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

B

－

R
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
株
式
会
社　

K
C
J
G
R
O
U
P
株
式
会
社
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京　

K
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

　

浅
川
潤
一　

網
代
和
夫　

㈱
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
ー
ム　

五
日
市
保
育
園　

一
般
財
団
法
人
日
本
出
版
ク
ラ
ブ　

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
株
式
会
社　

上
野
恒
章　

江
田
廣
子　

大
沢
良
三　

小
野
塚
絹
代　

小
野
塚
真　

川
杉
稔　

岸
豊
子　

木
下　

美
彦　

㈱
協
和　

協

和
ふ
わ
り
ぃ
基
金　

健
康
麻
雀
の
集
い
「
無
垢
の
会
」
会
長
桑
田
忠
幸　

公
益
財
団
法
人
報
知
社
会
福
祉
事
業
団　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

東
京
ー
府
中　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京

－

あ
き
る
野　

西
條
モ
モ
代　

坂
本
悌
治　

佐
久
間
廣
太
郎　

清
水
三
恵　

浄
土
宗
八
王
子
組

青
年
会　

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン　

田
島
信
三　

テ
レ
ビ
朝
日
福
祉
文
化
事
業
団　

東
京
善
意
銀
行　

歳
川
ち
え
み　

永
井
文
子

　

㈱
日
本
出
版
販
売　

日
本
フ
ル
ー
ト
協
会
東
京
部
会　

日
本
レ
コ
ー
ド
協
会　

東
神
田
町
会　

平
野
美
那
世　

三
井
物
産
株
式
会
社　

宮

嵜
慶
蔵　

宮
本
光
春　

武
蔵
府
中
法
人
会
女
性
部
会
阿
部
芳
子　

明
治
安
田
生
命　

有
限
会
社
庭
商
店
代
表
取
締
役
庭
田
和
広　

吉
田
ヒ
サ

子�

（
２
０
１
６
年
11
月
～
２
０
１
7
年
1
月
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

～
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
～

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
は
、
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
神
田
駅
前
店

の
方
々
と
の
交
流
会
を
、
３
か
月
に
１

度
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
に
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
お
や

つ
作
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
方
々
と
協
力
し

て
作
っ
た
お
や
つ
と
一
緒
に
い
た
だ
く

の
は
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
お
店
で
出

さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
、
本
格
的
な
コ

ー
ヒ
ー
。

　

お
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
コ
ー
ヒ
ー
の
い

い
香
り
が
広
が
り
、
普
段
と
は
違
っ
た

特
別
な
お
や
つ
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

木
村　

優
佳
）

ホ
ッ
と
す
る
ひ
と
と
き
…

古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい101 号

10

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


